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	　こんにちは、ご苦労さまでございます。定刻となりましたので、平成22年度第４回成東地区地域審議会を開会させていただきたいと思います。

　本日はお忙しい中お集まりをいただきましてありがとうございます。

　本日の会議の進行を務めさせていただきます石橋でございます。よろしくお願いいたします。

　まず始めに、委員の交代がございましたので、ご報告をさせていただきたいと思います。

　次第の裏に名簿が掲載してございます。ご参照いただければと思います。公共的団体の代表といたしまして、成東地域民生委員児童委員協議会より、前回まで若林清文様にご出席いただいておりましたが、昨年12月に代表者の交代がございまして、今回より長谷川博信様に交代されておりますことをご報告させていただきたいと思います。

　なお、本日は民生委員の会議と重複しているということでございますので、欠席とのご連絡をいただいております。

　続きまして、本日の会議の出席者の報告をさせていただきたいと思います。

　本日の会議でございますが、先ほど申し上げました長谷川様、それから名簿の４人目でございます齋藤様、それから山本様、この３名の方からは欠席との連絡をいただいております。まだ秋山様がお見えになっておりませんが、会議のほうを進めさせていただきたいと思います。

　ということで、現在15名のところ11名の出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定によりまして、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

　本日の会議は、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申し訳ございませんが、ご発言の際には挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

　それでは、会議次第により会長からごあいさつをちょうだいしたいと思います。会長、よろしくお願いいたします。

　本日は大変お寒い中、審議会にご出席いただきましてありがとうございます。

　この審議会も本年度は４回目を迎えるということで、本年度最後の開催ということになると思います。慎重に審議して進めていただきますよう、お願いしたいと思います。

　今、風邪がはやっております。これからも十分気をつけて健康でいられますようお願いしまして、簡単ですがごあいさつにかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　続きまして、齊藤総務部長から一言ごあいさつ申し上げます。

　どうも皆様方、ご出席いただきましてありがとうございます。

　地方自治ということで、ごあいさつをかねて状況を、日程的なものですけれども、お話しさせていただきますと、ご承知のように統一地方選がこの４月に予定されています。統一地方選といいますのは、国のほうで法律によって日が決まるということで、県議会議員選挙の投票日は４月10日、４月１日から告示になっておりますけれども、４月10日に投票。それと、市議会議員選挙が４月24日投票日です。さかのぼりまして４月17日が告示日ということで、４月は県議会議員選挙と市議会議員選挙が行われるというようなことでございます。

　合併後、10年を１期としてとらえれば、そのちょうど真ん中、折り返しの後半に入る訳ですけれども、山武市の23年度の予算を決める第１回の定例会、議会が間もなくというところです。来週15日に議会運営委員会が開かれるということですので、その議会運営委員会で予定どおりいけば今月22日、議会の開催がされて、来年度の予算を決めるということになってまいります。

　合併後、まだなかなか事業費、全体的な予算が大きく膨らんでいる状況が続いているのですけれども、来年度、今206億程度の予算額になろうかなというところで、最終の詰めをしていたような状況です。

　そういう中ですけれども、ちょうど今日の新聞、千葉日報をご覧になった方もいらっしゃるかもしれませんけれども、お世話になりました国勢調査の件の速報値が発表されました。その中では、５年ごとですから、５年前、平成17年度の人口は、端数は処理してありますけれども、約５万9,000いた訳ですけれども、今回の国勢調査では約ということになりますけれども、５万6,000ということで、3,000名弱人口が減っています。日本全体が人口減少化社会ではありますけれども、どちらかというと都市部に近いほうは人口の増加もあったりとか、隣の東金市や大網白里町では若干ですけれども増えているという状況もございます。

　この3,000名弱ですけれども、減るとどういう状況があるかといいますと、市の予算とすれば地方交付税にすぐ反映されまして、５年間それが算定の基礎になる訳ですけれども、２億5,000万程度減るということになってしまいます。ですので、これを５年間続ければ12億5,000万が交付税として減ってくるというようなことで、財政そのものは決してゆとりがあるという状況ではなくなるということになります。

　ですので、そこの地域の人口を増やすというのはなかなかすぐには難しいかもしれませんが、活気のあるまちとか、いかに定住を促していくか、そういう提案も出されているようですけれども、そういうものにも今後は積極的に取り組まなければいけないということを強く感じている次第です。ということで、今後ともよろしくお願いしたいと思います。

　それでは、これから議題のほうに入らせていただきたいと思いますが、この後の議事につきましては、地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、会議に入ります前に、山武市成東地区地域審議会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録の署名委員２名を議長のほうから指名させていただきます。

　今回の署名委員に長谷川美代子委員さん、それから今関委員さんにお願いしたいので、お２方よろしいでしょうか。議事録署名人、ひとつお願いいたします。よろしいですね。

　どういうことをするのですか。

　今日の会議した内容を記録して、それを内容を見て間違いないですねということで署名していただくことです。詳しい説明は事務局に聞いていただきたいと思います。

　それでは、お２方、長谷川委員、今関委員にお願いいたします。

　それでは、議事に入ります。その前に、本日２時からということで会議を進めておる訳ですけれども、次にその他ということで成田空港のほうから見えまして、説明があるということですので、それを考えまして、今日の会議の進め方をお話しさせていただきたいと思います。

　限られた時間ですので、今回は新たに３名の委員さんから提案がされております。そういったことで、お１人、質疑含めて約15分ぐらいずつで進めさせていただいて、取りまとめに約20分ぐらいということで、３時15分から20分ぐらいの間に与えられた議題を終了しまして、休憩を挟んで、３時半ごろから報告事項と。この報告事項がたくさんございますので、そういうスケジュールで進めさせていただきますので、あらかじめよろしくお願いいたします。

　それでは、まず議事の第１番目となります地域振興基金運用益活用事業の提案についてということで始めさせていただきます。

　今回新しく３名の委員さんから提案事業がございましたので、お１人ずつ内容についてご説明いただきまして、それについてご意見等をほかの委員さんからお伺いするという方法で進めさせていただきます。

　それでは、まず第１番目に今関康弘委員さんから提案のありました件につきまして、ご説明をひとつお願いいたします。

　ただいまご紹介にあずかりました今関ですけれども、今回２つ提案がございまして、１つは買い物難民支援と、もう一つはＢ－１グルメに関するものなのですが、まず最初に買い物難民支援なのですけれども、最近よく高齢化やひとり暮らしの無縁社会、孤立社会というものが問題となっておりまして、そういうものが一つでも悲しいことを防げたらと思い、市役所と民生委員、また一般の団体で一つになりまして、健康や安否の確認をしたいと思い、この提案をいたしました。

　私は民間の基金を要望しまして、今審査の途中なのですけれども、その内容と同じなのですけれども、山武市のほうでちょっと支援をしてほしいなということなのですけれども。ですが、山武市でも今同じような事業が別件であると思うのですけれども、山武市、千葉市、複数の大手の通信会社とＮＰＯ法人が一体となって、タブレット端末、ｉＰａｄ、こういうふうなものを押すと肉とか野菜とかを注文できるというのも今やっていらっしゃるということなので、その進捗状況によってまた会議ができたらと思いますが、今回は概要だけ触れさせていただきます。

　次に、Ｂ－１グルメのことなのですけれども、これも最近よく地方に行って、最近ですと鳥もつ煮、厚木の白コロホルモン、焼きそばなんかを耳にすることがあると思うのですが、その出場だけでなく、優勝するとその地域に経済効果が数十億、数百億生まれるというのがあると思います。

　そのＢ－１グルメに出場する団体をつくりまして、市内でコンテストを行い、山武市は伝統の料理というのは皆さん思いつかれるのは太巻きずし、なめろうとかいうのがすぐ出てくると思います。では、今の山武市となって、では料理は何が出るでしょうか。いかがでしょう。そういうのも一つ山武市となって３町１村が一つとなったイベントを行いたいと思い、そしてまた新しい味を、食文化をつくり、それを後世に伝えたいと思い、これも提案をいたしました。

　以上です。

　ありがとうございます。

　ただいま今関委員のほうから相互扶助団体の設立による買い物難民対策と雇用対策、それからＢ級グルメを通じた地域との連携、新しい山武の食の創作という２つの新しい提案がありまして、皆さん何かご意見、あるいはご質問等ありましたら、挙手をしてお尋ねいただければと思います。何かありませんか。

　つけ足すことでいいでしょうか。

　はい、野口委員さん。

　野口です。

　私も同じような思いで、Ｂ級グルメの言うところで、この時代の新しいものとして米粉をつくっております。米粉を利用して活性化できないかなと。

　それと、米粉の利用方法の拡大、また山武のいいものができたらいいなと願っております。また、米粉を使った麺が今できておりますので、その麺の活用によって米粉麺の何か食品をつくっていただいたら、こういうコンテストなども開いて、テレビのメディアのほうに出られれば、それこそ山武がちょっと注目されるようになり、お客さんも増えてくるかな。また定住してくれる方が増えれば、それこそありがたいのではないでしょうか。そういう意味からも、私も今関委員さんの提案に賛成でございます。

　今お話がありましたように、個々の具体的なことはたくさんいろいろ言えば出て、米粉もすれば今はやりのラーメンとかうどんとか、いろいろあるでしょうけれども、要は特定の地場産業をつくったらいいのではないかと、そういうご意見だと思いますけれどもよろしいでしょうか。

　あと何か今関委員の提案されたものご意見等ありましたら、お聞かせいただければと思います。別にありませんでしょうか。はい、では湖島委員。

　湖島です。

　Ｂ級グルメのことなのですけれども、提案としては確かに今の流れでいいと思うのですけれども、既にブームがＢ級グルメでいいのかどうかというのがちょっと気になる。言ってみれば物まねに近い。それを山武市で今からやりましょうというのが新しいのかどうか。だとすれば、また違ったグルメの案を山武市で考えて、山武市が中心になる、山武市が発信地になるというところを考え出したほうが、より一層いいのではないかと私は思うのですけれども。

　ありがとうございます。今のご発言は、やることはいいでしょうけれども、もう既にブームも来ているのではなかろうかな、そういうことも考えて、新たな山武市としての発信地にということでやったらどうかということでご発言がありました。

　あと何かありませんか。

　それでは、一応今関委員さんの２つの問題については、ご意見を踏まえて新たに次に考えさせていただきますので、一たんここで終了させていただきます。

　それでは、続きまして安藤委員さんの新たなご提言についてご説明をお願いします。

　よろしいですか。

　はい、どうぞ。

　安藤です。

　お手元に資料としてお配りさせていただいておりますが、私の提案は今までと視点がちょっと違った提案になろうかと思います。どちらかというと、いわゆる内部といいますか、まちの内部のいろいろな活動の充実ということをするために、いかにするかというふうな視点が多いと思うのですが、私は逆に表に出ていって、もう少し一つ一つの活動を充実するために、外部から刺激をもらうとか、あるいは表に出ていってＰＲするとか、そういうふうな視点が柱になろうというふうに考えまして、あえてこの項目を出した訳でございまして。

　ただ、大変このテーマ、姉妹都市提携とかいろいろなことを言いますが、これは相手のあることでございまして、こちらが幾ら頑張っても乗ってもらえないことにはどうにも進まないという難点があります。そういう限界もあるかもしれません。そういうあたりをどういうふうにしてカバーしていくのだろうということから、テーマを少し消極的な言い方にしました。

　と申しますのは、山武市と他都市間の友好・交流事業の実現と、これがテーマでございますが、これを胸を張って言っても、先ほど申し上げたような事情で日程どおり進まないし、早くても五、六年かかるのではないかと、私はこういうふうなものを考えまして、28年がちょうど市制10周年という時期に当たるので、最短距離でこの辺ではないかと。うまくいけばというようなことで、その記念事業の一つとして取り上げたらどうだろうかということを申し上げた次第でございます。

　最近それに婚活などといって、お嫁さんを探してもなかなか見つからないというふうな時代でございますから。ましてやこういう事業については、うまくいけば本当に翌日でもうまくいくかもしれませんけれども、再開発並みの10年程度のスパンがかかるのではないかと、こういうふうな多少気の長い問題もあるということで。

　しかし、そうかといってこれは消極的に何もしないでいるのもどうかということで、絶えず立候補しておくという、キャンペーンみたいなものを上げておくことによって、あるいはそういう自治体との交流もチャンスがあるのではないかな、可能性がゼロではなくなる訳でございますから、そういう意味でこういうものを立ち上げておくということにまず意味があるのではないかということでございます。

　そういうことで、住民同士の交流、山武市の住民の活動が活発になるということと、相手にＰＲをしていくことによって山武市の何といいますか、名前が売れるというか、俗に言えばそういうことになるのでしょうが、そういうことが非常に期待できるのではないかということでございます。

　それが一つの柱でございまして、それ以下の私が書いたのは一つの蛇足でございます。と申しますのは、果たしてどんなものになるのであろうかということを考えて、私なりに羅列したものでございまして、これは後ほど出ますが、この調査研究体制というつくりの中で、いろいろとご考察をいただいて、もしそういうことで進むならばいい方法を見つけていただきたいということでございまして、私なりに考えた一つのイメージとしてこんなことはどうだろうかということでございますので、このとおりということではあえてない訳でございますので、一つ参考までに考えておいていただければありがたいなと思って申し上げますが、目的は先ほど申し上げたような、そんなことでございます。

　他都市との選択に当たって、交流相手の選択に当たって、どんなことが考えられるかなということでございまして、細かい点でございますけれども、一つはまち同士のつながりの視点ということが出ておりますが、これは俗に言うきずなとか縁とか、そういったものもある訳でございまして、ここに書いたのは歴史、旧成東町に限らず、ほかのまちの関係の歴史もあるだろうと思いますが、そういったものを掘り起こしながら、何かそういう共通点はあるのではないだろうかということで。

　私が参考までにここに書いたのは、名前を言っていいかどうかわかりませんが、この２つの歴史上の人物でいうと、伊藤左千夫とかとなる訳でございますが、生誕の地と終焉の地というのは、これ亀戸あたりの江東区になるのでございましょうか。あそこの産業体系なんていうことの、こっちは杉の林業だとすれば、向こうは木場というのがありますので、例えばの話として申し上げれば、何かしらこういったきずなとかつながりとか、そういったものがあれば割と話が、そういう点で話を進めていけるのではないかということでございます。

　江東区につきましては、ホームページでいろいろ調べてみたのですが、日本国内の自治体とは交流がなくて、カナダか何かの都市と提携しているそうでございますが、余り積極的ではなさそうな感じもいたしますが、何とかこれも一つのアイデアかなと思っておりまして、これは相手のあることでございますので、私の勝手な想像でした。

　まち同士の距離感と申しますか、そういうことも考えますと、やはりグループ活動の行動でございますから、日帰り圏ぐらいの距離でどうだろうかということが一つございます。

　あるいは生活環境とかというものが次のページに出ておりますが、山武市は生産的な部類に属する地域になるのかなと思いますが、だとすれば消費圏というふうな都市に求めたらどうか。あるいは行政体の規模はどうだろうか。予算とか人口とかいろいろありますが、これは余りこだわる必要はないのではないかなと、そういうふうに思っております。

　それから、千葉県内かどうかということもあろうかと思います。せっかくならば文化圏が違うほかの県のほうがいいかなと、こういうふうなこともございます。

　それと、やはり自然災害に対する距離関係、これが大きな助け合いの精神の一つだと思いますので、そういった自然災害の関係についての援助、支援協力といいますか、そういったものを固めておくことが大事ではないかなと思ったりします。

　そういうことで、もしそういう交流が提携でいくような状態でありますれば、焦る必要なく、とにかく着実に一歩一歩できるものからやっていくというか、余り欲張らないほうがいいのではないかというふうなことでございます。

　ただ言えることは、どちらかというと、例えば野球ならば、野球クラブの交流なんかになると、野球だけで終わってしまうというのではなくて、むしろ何かそれ以外、プラスアルファに拡大していくというか、そういうふうな活動をお互いに見つけ合うというか、そういうふうに単なる一つの目的ではなくて、もう少し幅、できるだけ広い活動に向けて進めているというふうな面があれば、お互いに観光とか商業とかというものにもつながってくるかもしれません。そんなことも考えられます。

　事業内容としては、とにかく老若、年寄りから若者まで、子供まで、あるいは男女はもちろんでございますが、そういったいろんな年代層、世代層、あるいはジャンル、ジャンルはスポーツとか文化とかいろいろありますでしょうが、そういったものの活動の情報を、交流する、何と申しますか、そういうチャンスに結びつけていくことが必要だろうと思いますし、幅を広げていくことによって、あるいは観光とか商業とか、そういったものにも多少影響してくる関係というのがあるのではないか。

　とかく私もそういう経験がありますが、どうしても自分のグループだけのことしか考えていないというか、そういうふうなことになるので、なるべく広げられるような雰囲気をつくっていくことだろうと思います。

　それでは、調査研究組織はどういうものになるのだろうということでございますが、やはりこれは最初は情報収集ということに尽きると思うのです。そういったことからいけば、やはり多少事務的な組織というか、そういうものをベースにしながら広げていくというか、そういうふうな組織づくりがベターではないかなと、こういうふうに考えられます。

　これはいろんな知恵があると思いますが、ただ言えることは、最後に書いておきましたが、住民同士の活動が主体になる訳です。ですから、そういったものの方々の組織といいますか、交流組織というものを形づくっていく中には、そういう方々の参画は当然でございまして、そういったものに発展させていく。そして、充実した活動ができるような組織づくりにしたらどうかと、こういうふうに思っております。

　これは私のあくまでもイメージとして申し上げたものでございまして、まちの活性化、住民活動の充実、拡大化、こういったものをねらって、ぜひともこういう事業が実現できればいいなと思って提案させていただきました。よろしくご審議をいただければと思います。

　ありがとうございました。よく私も、今説明を受けた中で最近、姉妹都市とか何とかっていうのがありますけれども、そういった形で。

　私の考えたのは、そういうがちっとしたものが、初めからいいのかどうか。それがねらいだと思う、最終的には。しかし、余り型にはめて相手にぶつかっていきますと、お互いに何ていうのですか、束縛されるというか、なかなかハードルが高くなってしまうので、入り口は比較的幅広くやっていって、あるいは５年か10年たったらもう少し深く仲よくしようかと、こういうふうなことに進めばお互いに提携を結ぶとかいうことに発展していくのだろうと。そのほうがベターかなと、こういうふうに思っております。

　ちょっと事務局にお尋ねしたいのですけれども、市で交流、山武市とほかに交流をやっているのはありますか。新聞を見ると、自然災害で協定を結んだり何かというのは出ていたりしますが、山武市で何かありましたら。

　市としては今のところ正式に姉妹都市を結んでというようなことはございません。ただ言えるのは、いまだに多分交流が続いていると思うのですが、小学校が韓国と姉妹校の交流を結んでいるというのが唯一あります。

　韓国の小学校と交流している、そういうようなのも交流に入るでしょうけどね。

　ただいまご説明いただきましたけれども、何かご意見、ご質問等ありましたら、安藤委員のご提言にご意見いただければと思いますけれども。

　いいですか。

　田邉委員。

　今、安藤さんがこうやっておっしゃってくれたのですけれども、これらはもっと本当は早くやらなければならないことですね。他町村で言わせてもらうと、となりの九十九里町が富山の上市、こことは相当親しくやっているのを何度も見ていますけれども、安藤さんが言うように、来年、再来年ではなくて、長い時間。

　これらはやっぱり合併してまだ日が浅いために、かつての合併以前のいろんな交流を掘り起こすと、結構足がかりがあるのではないですか。その辺を頼りに、蓮沼地区は東京の蓮沼というところとかなり親しく、私どもも一緒に行ったことがありますから、とても親しくやっていたし、そういうのを掘り起こしながら気長にやっていくのがいいのではないですかね。私はそう思いますけれども。ちょっと、では今年中にどうにかしようかというと長続きしなくなる可能性もあるのです。

　以上です。

　ありがとうございます。確かに相手があることですから、難しいでしょうけれども、待っていたのではできないでしょうしね。

　立候補していただいてもいいですけど。

　どこから一番こういったものに取りかかるのが早いのかなと思いますけれども。

　これは観光を利用するのが一番早いです。

　観光が一番早い。観光か。

　あと何かご意見ありますか。聞いてみたいこと。こういう友好事業、交流事業も全国至るところで既に進められているところもあると思いますけれども、提言はそれらを10周年記念事業にちょうどなるのではないかな。そこら辺を目安にということで提言をいただいたということでございます。よろしいでしょうか。

　それでは、一応安藤委員さんのご提言は以上で終わらせていただきます。

　それでは、３人目の長谷川委員さんから提言がありました。その辺についてご説明、長谷川さん、お願いいたします。

　長谷川です。

　私の提案は、市の財政を豊かにするという考え方です。そうしますと、多方面に資金が使えますので、生活環境がよくなり、つまり生活しやすくなるという考え方です。そのためには税収額が増えないと、そのような環境がつくれませんので、そのためにはやはり人と物が集まる環境をつくる必要があると考えています。ですから、その環境をつくるところにお金をかけたいという考え方です。その具体策をいろいろ長く書いてありますけれども、こういうことをやったら税金がうんと納めてもらえるのではないかという提案でございます。

　以上です。

　あと、具体的に各何項目か挙げていらっしゃいますので、それだけではちょっと皆さんもあれだから、何かありますか。

　はい。そのためには、やはりこれだけやったらよくなるということはないと思うのですね。そういうことで多方面にわたってやることが効果を大きくできる要因だと思います。

　そういうことで、これはあくまでも私の考え方ですけれども、こういうことをやればまちが活性化して、人や物が集まってきて、最終的に税金という形でまた税金が市民のほうに戻るという、そういう循環システムをつくろうという考え方です。

　今日初めて委員さんは資料がお手元に届いているということですので、もうちょっと具体的に。

　一つ具体例を挙げますと、私は本須賀海岸に住んでいるのですが、例えば本須賀海岸を観光ということではないですけれども、ぶらっと寄る方が見えたとしますね。ですけれども、私たちの地区には言ってみれば物を買うスーパーとか、そういうものがほとんどないのですよ。ですから、海を見に来てそのまま帰ってしまったのでは、そこに何の経済効果も生まれなくて、ごみが残るぐらいなのですけれども、そこに例えばお土産を買える場所をつくるとか、食事ができるところをつくるとか、宿泊ができるような大きな設備、人が好むような今のような形の設備があれば、来た人が素通りしてしまうところを引きとめて、そこでいろいろお金を使ってもらえると。そうすればまちも豊かになるのではないかという考え方が一つです。

　そのほか人口のほうも減っていますので、人口が減るということはそれだけ税金も減りますし、物を買ったりとか、まちでの経済効果というのも減っていく訳ですから、やはり人を増やすというのも必要なことだと。食堂を増やすのもそうですし、提案だけではなくて、必要があれば宣伝もどんどんして、多方面に自分たちの情報を知ってもらうという、そういう活動も必要かなと思いまして、そういうのもだらだらと書きましたけれども。要するに人と物が集まる環境づくりをすればまちがよくなると、そういうことです。

　会長さん、いいですか、質問です。

　では、安藤委員さん。

　今、長谷川さんが活性化の問題でいろいろ言われたのですけれども、結局最終的にまちづくりなのですよね。まちづくりの計画をどうするのだという、そういうところなのですけれども。今言ったような、まちのほうで、例えばそういう都市計画づくりも大きく言えばそういうところなのでしょうけれども、そういうものを誘致するというか、あるいは海岸自体そういう商業地域とか何かというのを今度はつくるとか、そういう計画なんていうのは考えられるのですか。まちとしてどうなのですか。都市計画、広い意味で都市計画なのですかね。

　市としても考えていないということではございません。やはりいろんな企業誘致ということで、いろいろある訳ですけれども、企業誘致ということを考えますと、当然いろんなことがある訳ですね。これから多分今、空港30万回に向けてというような、今日ご説明もありますが、では何を企業誘致するのだというところから始めなければいけないのだと思いますけれども、そういった部分では、ある一時期バブルのころはどこでも企業誘致をして、企業さんを呼び込んだという経済的な背景があったりしている訳ですけれども、そういう部分と考えなければいけないところ、いっぱいある訳でございますので、基本的には一つのまちづくりの考え方だと思います。

　私どもは基本構想というものをつくっております。それに向かって総合計画というのがある訳でございまして、それは前期と後期、５年ずつ分けてやっている訳ですけれども、そういったものをできるだけ実現可能な形の中でやっていきましょうという形でございます。ですので、きちんとした工業団地をつくるとか、そういう計画は現在、今のところはありませんけれども、それは構想の中には当然入っております。

　答えにはならないかと思うのですが、まちづくりのいろんな方面から総合的に考えなければいけない。まさにここで提案があったように、本当に多岐にわたる部分だと思いますし、この辺につきましてはやはり計画的にやっていかなければいけないということで、市の基本的には一番最上位にあります基本構想、それに基づく総合計画に基づくまちづくりを今やっているというところでございます。

　長谷川委員さんから出していただいた資料の４ページ目ですか、それを見ていただきますと、今、安藤委員さんからご質問ありましたように、最後のほう、これの資料の中で取りまとめして優先項目ということで、６つですか、書いてございます。こういったことをやっていくことによって人口が増えると。そうすると税金が増えると。まちが豊かにつながるだろうと。そういうようなことの要約で行くのではないかな。そんなことでよろしいですよね。

　はい、そのとおりです。

　ですから具体的に、何か今、私もちょっと見たのだけれども、すぐやってもらいたいなと思ったのは鉄道ダイヤの改正ぐらいですが、さっき総務部長がおっしゃいましたように、人口が５年間で減っているということもあると。今の状況ですと、通勤する人や、どうしても遠くへ行ったりするとなると、住む場所としては山武市もいいのでしょうけれども、足の確保となると一番こういった面が即つながるかな。そんな思いで拝見させていただいております。

　あと何かご意見、ご質問等ありましたら。

　長谷川ですけれども、長谷川さんのこの提案は大変いいのですけれども、優先項目の１の本須賀海水浴場の潮干狩りの場所ということになっておりますが、私の小さいころは海岸に潮が引いた大潮のときに行くと足でとれたのですよ、ハマグリが。ですけれども、今はそれをやりますと、すぐ漁業組合の監視員が来まして、１粒でも２粒でも取り上げていってしまうのですね。やはりそれは観光客が来たときに印象が悪いような気がするのですよね。漁業組合はもう少し考えていただきたい。

　だから、観光事業としてやるには、そういう漁業組合か何かの協力を求めていかなくてはならないのではないかなと思うのですが。一番厳しいのが、本須賀と蓮沼はいいのですけれども、その中間の海岸が一番うるさいところで、貝がとれないのです、足でとっても。機械でとれば、それは漁業権どうのって言うでしょうけれども、足でとる、手でとるぐらい、拾うぐらいは許してやってもらいたいと思うのですね、観光の方には。

　以上です。

　現実問題ですね。

　はい。一番先に見てもらったほうがいいのではないかと思うのですが。

　一番知っている田邉委員。

　今の件ですけれども、私が成東町時代に本須賀海岸を何年か開放したことがあるのです。これはお金です。最初は30万、１シーズン。それがだんだん安くなって、最後に15万になって、これは金さえ払えばできないことはないですね。ところが、そこを開放するとどうしてもやっぱり散ってしまう。そこだけ監視している訳にいかないから。そこで漁業権の問題、これは大きいですから、それは非常に問題が。

　開放はできると思う。お金さえ払えば。漁業組合はできると思う。禁漁区の定めがあるところへ行ってとったり、そういうのは道具を持ってきたりするのがいるから、それを厳重にできさえすれば、それは不可能ではない、可能だと私は思いますね。

　まあそういうことですので、ここでそういうことは、どうしようということはできませんので。

　できませんね。

　それもやはり世の中には規制というのがあるからね、大変でしょうけれども、個々についてはまたそれぞれの場所で解決していただきたいですね。

　よろしいでしょうか。諏訪委員さん。

　諏訪です。

　私も長谷川委員さんの、人と物が集まるまちづくりというタイトルですね。いろいろ考えてみますと、メニューが決めるには食材が必要なんですね。今、山武市はその食材となるものがたくさん、観光スポットがありますし、たくさんあると思うのですね。それがやはり点を線で結んでいきませんとメニューはできないと思うのですよ。ですので、せっかく山武市は本当に環境もいいですし、とても空気もいいですし、山のほうへ行けば山武杉も、山武杉でつくった積木とか販売しているということもありましたので、そういったものがやはり地域の人たち以外よりも、まず地域で皆さんがそういった観光マップがあると思うのですけれども、そういったものをお持ちならば、あそこへ行くとそういうものがあって、ツアーだとかそういったもので地域の中でまず活性化して、楽しんで、それでこそまちづくりができると思いますね。

　先日、テレビで、本須賀海岸の近くなのですけれども、金沢魚店ってあるのですね。金沢魚店のお店がバラエティ番組で取り上げられておりまして、たまたまテレビつけましたらテレビでやっていたのですけれども、とてもおいしいメニューがあるそうで、芸能人がかなり来ているという話も。

　結構近所の方に聞きますと、皆さん知らない方が多くて、私も行ってみようかなと思ったのですけれども、やはりそういう地域の方がもっとたくさん足を運んで、地域が活性化できる、点を線で結ぶような観光マップに力を入れたらいいのかなと思いました。

　今は結局山武市の中にも、既設のもので観光資源、それらについてまだまだ有効活用できていないから、そういうのを十分活用していったらいかがか、そういうことだと思います。それも一つの、つくり出すのではなくて、あるものを活用するというのも一つの試みではないかなと。そういうことにこたえられる要件の一つだというふうに感じます。

　はい、小山委員さん。

　一言しゃべろうかなと思います。小山です。

　長谷川委員さんの提案ですけれども、大賛成でございます。ここに優先項目がありますけれども、これが全部できたら最高かなと思っています。個人的にはイチゴ屋をやっていますので、うちにイチゴ狩りに来られた方は道の駅とか、蓮沼の海浜公園とか、あとは食事どころとか、そういうところを紹介をしています。

　５番目の産業道路の作田川と木戸川の開通、これは昔から言われていることでして、郡のときに県議さんが向こうに２人いましたので、あそこで作田川で波乗り道路がとまってしまったのですけれども、市になって、１人県議会議員がいますので、その辺は力を発揮していただければこっちに通るかなという。昔だったら通ったのかもしれないですけれども、今はちょっと政権も変わりましたし、公共事業が減っていますので、その辺はどうかなと思うのですけれども、ここに書かれた６つの優先項目が本当に実現することを願っている一人でございます。

　あと、今、商工観光課のほうでも山武市だけではなくて、山武郡内の各観光課と協力をして、こっちへ、九十九里に来たら山武市、また山武市に来たら九十九里にという、その構想をしているところです。来年あたりから実現するのではないかなと思うのですけどね。

　以上です。

　ありがとうございます。長谷川さんの６項目をまずやるにも時間やお金もかかりますね。大変だと思いますけれども。

　はい、田邉委員。

　長谷川さんの産業道路飯岡一宮線、作田川と木戸川の開通ということでありますけれども、これ今ちょっと事務局にお尋ねして、今、飯岡一宮線の期成同盟会というのはないですか。

　はい、どうぞ。

　あります。九十九里の町長が……

　私10年やっていましたから、委員。波乗り道路はあそこでストップなのですよ。だめだから、では産業道路を橋かけて、狭いところを拡幅しようということで飯岡一宮線期成同盟会というのをつくった訳です。それで、港のところが大反対だった訳でできない。だからそれはあきらめて、私は議員には、港のところは橋はだめだよと、だからせいぜい木戸川に橋をかけて、空港道路との連帯をとったらどうかということを言っているのですけどね。これは期成同盟会は県や県会議員も含めて、町村長もかなり強烈に陳情してもだめですから、これが開通すると人の流れが、どっちがどうなるかはわからないけれども、相当便利になります。これを少し勉強したほうがいいのではないでしょうかね。

　そういうご意見ありがとうございました。

　会長、いいですか。

　はいどうぞ。

　皆さんしゃべって、私は一言もしゃべってないので。

　要するに、人がどうやったら山武市のほうへ集まってくるのだろうかということが一番のテーマだと思うのですよね、皆さんのそれぞれのご意見でも。例えばＢ級グルメにしても、いろんなお話を聞いていても、やっぱり人がどうやったら山武市に集まってくるかと。

　先般、私、テレビを見ていて、地方銀行が非常に今公共事業がなくなってお金を貸す場所がなくて困っていると。それをどうしたら解決できるかということでもって、企業が企業を紹介する、あるいは場所を紹介して、提携をして事業を起こしているというような状況で、昨日でしたか、ちょっと記憶があいまいなのですが、やっていました。

　そういう中でもって、例えばさっき野口さんがおっしゃっていたような米粉をどこかの企業とタイアップすることによって、何か製品化ができないだろうかということも一つの方法だと思いますし。

　それと、観光ってよくおっしゃるけれども、僕らは16年前に成東へ来ましたけれども、成東の観光っていとう海とイチゴだと、いつもこれの２つに絞られてしまっているような形があるのですよね。テレビばかり見ている訳ではないのですが、例えばポピーでも菜の花でもこれだけ咲いていると人が集まるのかというのをよくテレビで見ます。そういうものを私はテレビで見ていて、こういうところに例えばイチゴも、例えばさっきおっしゃったようなサンブスギも、そういうものをつくって集約できないものだろうかと。そうすれば人が集まってくるのではないかと。

　前にこれは桜の会の会長さんの小山さんと私、そんな話をしたことがあるのですよ。そういう、例えば時期が春であったり、秋にもそういうものがまた違う花が咲いて人が集まってくるみたいな、そういうものを遊休地を利用して、各団体が協力して、そういうものをつくって、そういうものに一つ、一回基点みたいなものをつくって、そこから輪を広げていったらどうかななんていうことを考えたことがあるのですが、そういう方法もあるのではないかなということでお話しさせていただきました。

　ありがとうございました。今おっしゃっている件は、最初にお話しした今関委員さんのＢ級グルメの中でもそういうような考えが提案されております。一応お３方の委員の内容もご説明いただきました。

　そこでちょっとお諮りしたいのですが、３人の委員さんがご提案いただいた提言と、それから既に２期の委員さんが提案されている意見を踏まえて討議するということにしていきたいと思うのですが、いかがでしょうか。

（「なし」の声あり）

　ありがとうございました。それでは、そういうふうに取り扱いをしたいと思います。

　ただし、第２期の委員さんが提案していた事項につきましては、既に質疑され、提言を受けたものということで、そのままを活用させていただくという前提でお話しさせていただきます。

　ついては、お手元の地域振興運用益活用事業の提案についてということで、大変申し訳ないのですが、私のほうでちょっとこれを説明していきたいと思います。

　実は、３委員さんの提言につきましては、私、会長と副会長の小山さんにも事前に資料として事務局がいただいておりました。そういう訳で、十分内容を見させていただきましたし、また今日のご意見、そういうことを踏まえまして、結局、市へ提言をするに当たりましても、個々に具体例をもって提言するというのは、本来の審議会としての立場ではないということですので、私どもでは本題をつくりまして、それに沿って本題の中にはこういうものも含まれているのだよという考えで、例えということで考えて文章をつくってみましたので、ちょっと読ませていただきますので、それについてご検討いただいて、提言の材料にしたいと思いますので、よろしくお願いします。

　まず、１つ目は観光商業の振興としてということで、既存の観光施設の保護拡大や、地域特性を生かした体験型観光の強化を図る等、観光力の強化に活用されたい。また、地域ブランドの確立等による地場産品の魅力向上や販路拡大を図る等、地産地消の促進を含めた地場産品の消費拡大に活用されたいということです。これが提言の内容。

　例えばということで、具体例は皆さん方から提案いただきました食虫植物園の保護拡大、それから本須賀海水浴場の潮干狩り場としての開放、アウトレットモールの誘致、Ｂ級グルメの発掘、フリーマーケット型キャンペーンカーやマイレージポイント制度活用による地産地消の促進、野菜市場の出店や昼市の開催等がこの表題の中に含まれるのだろうということでございます。

　次に、市民の連帯の強化という大項目の中では、世代間の交流をテーマとしたイベントや、高齢者や障害者等が集える場の確保と、市民が気軽に集えるほか、都市間交流等、さまざまな人々との交流が図られることにより、人と人とのつながりが醸成される事業に活用されたいということで、例えとして親子３代の交流をテーマにしたお祭りの開催、山武市と他都市との交流を図る事業の実施が含まれるのではなかろうかということを考えました。

　それから、３つ目としては健康増進と福祉の充実という大項目です。

　健康教室の開設等、成東地区の市民が気軽に健康づくりに取り組める体制の整備に活用されたいということで、また買い物難民等の高齢者対策や、児童デイサービス施設の開設等による障害者対策等、だれもが暮らしやすい環境づくりに活用されたいという、この項目の中です。例えますと、健康教室の開催、あるいは買い物難民をサポートする体制整備、空き家を利用した児童デイサービス施設等の整備、こういうことでちょっと取りまとめをしてみましたのですが、これを地域審議会の提案としてまとめたいと思います。私のほうでつくってみたのですが、これについてご意見を伺わせていただきたいと思います。いかがでしょうか。

　２期の委員の皆さん、それから３期の委員さんの提案された内容は一応考えて入れてあるというふうに、つくった本人はそう思っておりますけれども。いかがでしょうか。言葉等、あるいは何かありましたら。

　はい、野口委員さん。

　すみません。５ページのところで、一番最後のところですけれども、児童デイサービス施設の開設等によるというところで、私の意見をそのまま使っていただいてありがたいと思っております。

　児童デイサービスといいますと、障害のある児童の学童保育であって、放課後支援であって、話が非常に小さい話になってしまうのですね。それよりも買い物難民等の高齢者対策や、グループホームとしたほうが、もっと広く皆さんの直接の、多くの人のニーズにこたえる内容なのかなと私は感じます。

　また、例の中の一番下、空き家を利用した児童デイサービス等と、「等」のところで含まれるのですけれども、児童デイサービス施設というよりもグループホーム施設というほうが、一般市民だれしもが該当する、範囲が広まりますので、その名前のところを直していただけたらありがたいと思うのですが、いかがでしょうか。

　それは皆さんのご意見ですから大丈夫だと思います。そうすると、文章の中にあるのは、これはどうしましょうか。買い物難民等の高齢者対策、児童デイサービスとなっているけれども、これはやっぱりグループホームとやったほうがいいですか。

　ここもグループホーム等。

　「等」のほうがいいですか。

　はい。そうすると、５ページの２行目、「また、買い物難民等の高齢者対策や、グループホーム等の開設による」、そういうふうに改めたほうがよろしいということですか。

　はい。

　そうですか。皆さん、いかがですか。ご意見ありましたら。あとは、それから例のほうも、空き家を利用したというのも、これはいいのですか。これでいいのかな。グループホーム等の整備か。あと何かご意見とかありませんか。一応皆さん方のご意見はみんな含めたというふうに感じておりますので、もしよろしかったらこれで成東地域審議会の意見としてまとめたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

　ありがとうございました。それでは、本日をもってこの地域振興基金運用益活用事業の提案ということで取りまとめて提言をするということにいたしたいと思います。

　それでは、その他ということで議事が……

　ちょっと今の件でよろしいでしょうか。

　はい。

　実は既に各地区は地域審議会より意見書をいただいています。皆さん、もうお手元にあるかと思います。お配りして、今日お持ちになっていない方もいると思うのですが、今日現在、今までの正副会長会議の中でも、具体的な案件については意見書の中には入れないということで表現をさせていただきました。そういう中では、事務局が例えば市にこれは事業をまた提案していただくときには、こういうものを想定していますよというのは資料的には添付をさせていただきたいと思いますが、意見書としては先ほど例については今のところ省かなければいけないだろうと。もし載せるとすると、ほかの地域も同じようにいろんな例がいっぱい出てきたのですが、それは現在載せてありませんので、この辺をちょっと調整をさせていただくかもしれませんので、お願いをしたいと思います。

　例というのは、あくまでも例で含めていますよということを皆さんに知っていただくということで、表現だけですね。

　はい。

　それでは、その他というのがあるのですけれども、時間の関係上、大変申し訳ないですけれども割愛させていただきまして、ここで10分ぐらい休憩したいと思います。今日はその他では空港関係が約１時間ぐらいだそうでございます。そして、２番目に公共交通の説明をしていただきます。それから、最後に光ケーブルについてのご報告ということで予定をされておりますので、いましばらくお願いをいたします。

（休憩）

　それでは、休憩が過ぎましたので再開させていただきます。

　続きまして、成田空港の関係の方がいらっしゃいましたので、説明をお願いします。よろしくお願いします。

　私、企画政策課の空港対策室の古谷といいます。よろしくお願いします。
　今回、その他ということで、３０万回の関係について空港会社さんが来ていますので、空港会社さんを紹介します。　　　地域共生部担当部長の伊藤さんです。

　伊藤です。よろしくお願いいたします。

　同じくマネジャーの月岡さんです。

　月岡です。よろしくお願いいたします。

　同じく太田さんです。

　よろしくお願いします。

　では、空港会社のほうから説明させていただきます。よろしくお願いします。

　皆さん、こんにちは。本日は成東地区の地域審議会ということで、お時間を割いていただいて、まことにありがとうございます。今日は資料に基づいて30万回についてご説明をさせていただきたいと思っております。

　その前に、既に日ごろ本当に山武市さんにはお世話になっておりまして、私どもにとっては昨年画期的な出来事がたくさんございます。昨年３月には発着回数が20万回から22万回に増え、そして７月には東京と空港間を最短36分で結ぶという、スカイアクセスという電車が通るようになりました。今まで遠いと見られていた、都心からかなり近くなったということで、非常に有難く思っております。

　そして、10月に30万回ということを４者協議会という国、県、周辺９市町、当然山武市も入っておりまして、山武市長にも非常にご協力いただきました。私どもとしても一生懸命丁寧な説明をということでやらせてはいただきました。

　本当に画期的だったなというのは、今回の場合、羽田空港の問題もあり、地域が非常に大きな声を出して、やっぱり成田空港を大きくして地域もよくなろうと、そういう動きの中で進めていただいたということが今までにない動きだったのかなというふうに思っております。私ども、これからはそういう30万回になって本当によかったな、地域もよかったなというふうになるように、環境対策や地域振興策、そういうものに一生懸命やっていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

　資料に基づく説明は月岡マネジャーのほうからさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

　すみません。私のほうから資料に基づきましてご説明をさせていただきたいと思います。

　まず最初に、お手元Ａ４の横のこの資料からご説明したいと思いますので、よろしくお願いいたします。申し訳ございませんが、座ってご説明させていただきます。

　まず、今回のテーマであります成田国際空港の容量拡大（30万回）についてということで、まず最初に成田空港の現在と将来について、このＡ４の資料でご説明をしたいと思います。

　１ページ目をめくっていただきますと、成田空港の運用実績推移という表がございます。成田空港、開港からこれまで、おかげさまをもちまして右肩上がりで旅客数、発着回数、貨物量。空港の能力を比較するのに、この３つをよく使われるのですが、その指標とも右肩上がりで伸びてございます。ただ国際空港でございますので、2001年９月の米国同時多発テロ、2003年３月のイラク戦争、ＳＡＲＳ、あと2008年のリーマンショックから始まる世界同時不況、このような世界的なものに対しては敏感に影響を受けてございますけれども、全体としては右肩上がりで推移してございます。

　開港から見ますと、発着回数が3.1倍、旅客数が４倍、貨物量は5.2倍になってございます。2009年の実績、右下に数字が書いてございますが、旅客数といたしましては3,285万人ということで、１日当たり約９万人のお客様に使っていただいております。発着回数につきましては18万7,000回、１日当たりＡＢ２本の滑走路がございますが、両方で513回ほど飛行機が飛んでございます。貨物量につきましては196万3,000トンということで、１日当たり5,378トンの国際航空貨物を処理してございます。

　それで、最近の状況なのですが、２ページ目をご覧いただきたいと思います。成田空港の最近の運用状況比較ということで、発着回数、国際線旅客数、航空貨物量、給油量を過去５年間の月ごとのデータを表にしてございます。赤の折れ線が2010年度でございます。2010年度につきましては、３月当たりから対前年を上回りまして、順調に推移してきたのですが、11月から発着回数、国際線の旅客数とも落ちてございます。

　これには理由がありまして、まず羽田空港が10月31日に国際線の定期便を飛ばしたということで、その影響がございます。あと、それよりも大きな影響といたしまして、日本航空さんが今、再建に取り組まれて、路線数を減らしたということがございます。あと、そのほかの要因といたしまして、尖閣諸島の問題で中国の方とか韓国の砲撃事件の影響等を受けまして、日本に来られる外国の方が、お客様が少なくなったというのも影響を受けまして、11月、12月と下がっております。年末年始で対前年度比で13％ほどマイナスしております。

　１月を見ますと、直近のものを私、見てきたのですが、１月で対前年約８％ぐらいのマイナスになってございます。最近につきましてはそのような状況でございます。

　３ページ目をご覧いただきたいと思います。成田空港の施設概要でございます。

　まず、成田空港の絵を真ん中に載せてございますが、成田空港、Ａ滑走路、Ｂ滑走路と２本の滑走路がございます。Ｂ滑走路につきましては、当初2,180メーターで運用していたのですが、2009年10月よりＢ滑走路を北側320メーター延伸と左上に書いてございますが、320メーターほど延伸しまして、Ｂ滑走路を2,500メーターの滑走路にしております。そうすることによりまして大型機の就航が可能になっております。

　昨年、2010年３月には空港容量が22万回に拡大し、新たに４社ほど新規に航空会社が乗り入れました。エティハド航空、エミレーツ航空、これはＵＡＥの航空会社です。あとカタール航空、あとマカオ航空、この４社が22万回に拡大いたしまして新たに乗り入れてございます。成田空港の国際線のネットワークが大幅に拡大してございます。

　容量拡大、後でご説明いたしますが、10月13日に４者協議の場で30万回について合意をいただきましたので、現在その施設整備について進めているような状況にございます。施設整備する場所といたしまして、Ｂ滑走路2,500と書いてある横に黄色い網かけの部分と赤い線が入ってございます。これは新しい誘導路の整備をしているこのような場所と、あとその反対側に、表でいいますと右側に同じようにピンクと赤い線で書いてございますが、このような場所で今、空港整備を30万回に向けて進めてございます。

　４ページ目をご覧いただきたいと思います。

　騒音対策実施時状況を表にしてございます。私どもＮＡＡが行っている航空機騒音対策といたしまして、大きく３つに分かれます。１つが発生源対策。発生源対策とは、航空機材の改良、あと発着規制、夜間の運航規制ですね、あと運航方法の改良がございます。

　それと空港構造の改良、これは空港の中のお話なのですが、防音林とか防音堤、空港からの音を外に漏らさないように、そのようなものを整備しております。

　それと空港周辺対策、こちらにつきましては土地利用、補償等、その他とございますが、土地利用につきましては騒特法という規制法がございまして、その法律に基づく都市計画で地域を規制してございます。あと計画的な土地利用も行っております。補償等につきましては、防音工事、共同利用施設整備、移転補償、電波障害対策、このようなものがございます。

　その他といたしまして、航空機の騒音測定、あと交付金、これは周辺対策交付金というものなのですが、そのような交付金。

　あと落下物、これは落下物対策のことを書いてございます。それで、下線の青字の数字につきましては、環境対策事業費の2009年度末までの累計といたしまして3,553億円ほど環境対策を行っております。確固内の数字につきましては、2009年度の対策費用を書いてございます。2009年度につきましては約90億円の環境対策を空港会社として行ってございます。

　５ページ目をご覧いただきたいと思います。

　５ページ目、平成21年度でございますが、航空機騒音測定地点ということで、空港周辺に104局の固定局を私ども空港会社、あと千葉県、あと空港周辺の市町さんで測定局を設置しておりまして、それを合わせて104局ございますが、図には山武市さんにある固定局をあらわしております。青丸が山武市さんが設置された固定局でございます。黄色が千葉県、赤丸がＮＡＡということで、このような固定局が山武市さんにはございます。そこでの数値が書いてございます。値はＷと書いてありますが、これはWECPNLという航空機騒音をあらわす値でございます。

　それで、６ページ目をご覧いただきたいと思います。

　山武市さんの騒音測定結果比較ということで、山武市内にはＮＡＡによるものが３局、千葉県によるものが４局、そして山武市さんによるものが２局の合計９局の固定局、これを24時間常時測定している固定局でございますが、設置されてございます。その結果を20年度と21年度で比較してございます。特に成東地区につきましては、102番、103番の木戸と上横地で固定局の数字がございます。木戸につきましては、20年度65Ｗだったものが63.9Ｗということで、1.1Ｗほど下がってございます。上横地につきましても61.5Ｗだったのが59.7ということで、1.8Ｗほど数値は下がっております。

　全体的に山武市さんにある固定局につきましては、20年度から21年度は数値が下がったような結果が測定されております。これは成田空港に飛ぶ飛行機が低騒音型の航空機が増えたとか、あと上昇性能にすぐれた航空機が増えているとか、そのようなことが要因として考えられます。

　７ページ目、８ページ目をご覧いただきたいと思います。

　昨年10月13日に空港容量30万回の合意をいただきましたが、それに向けた取り組み状況について経緯をご説明させていただきたいと思います。

　まず、①としまして第１回成田国際空港都市づくり推進会議、こちらにつきましては空港周辺、右上に地図が書いてございますが、空港周辺９市町が国際空港都市づくりを目指して、交通インフラ整備、交流促進、産業集積、住みよいまちづくり等の取り組みを連携して推進していくために設置した会議でございます。この会議の中で、私ども空港会社に対して容量拡大についての説明を要請されました。この会議の事務局は成田市になっております。

　それで、②としまして、発着回数30万回のポテンシャルを説明ということで、その推進会議で私どもそういう説明を要請されましたので、私どものほうから成田空港容量拡大の方向と可能性についてということで、ポテンシャルとして30万回が可能だということをご説明しました。それで、30万回というものは右下の、また成田空港のポテンシャル、最大処理能力の可能性ということで、まずＡ滑走路、13万5,000回、Ｂ滑走路、６万5,000回で20万回で運用していた訳なのですが、Ａ滑走路を１万5,000回増やして15万回、Ｂ滑走路をＡ滑走路と同じように15万回飛ばすことによりまして、そのためには環境面、施設面、及び運用面の制約がありましたけれども、そういうものが解消されれば最大30万回までの処理が可能ということでお答えをいたしました。

　ポイントといたしましては、先ほども言いましたが、Ａ滑走路がもう既に13万5,000回の能力を持って運用していましたので、Ｂ滑走路15万回まで、Ａ滑走路と同じように処理能力を向上させることがポイントですというご説明をいたしました。

　それを受けまして、③で地域への説明ということで2009年、一昨年12月25日に、こちらが４者協議会という場でございます。国、空港周辺の９市町、千葉県、あと私ども空港会社の４者でございますが、その４者の協議会の中で、国のほうから飛行交通について、私どものほうから30万回における予測騒音コンター、あと環境対策、地域共生策の基本的な考え方、空港容量拡大に向けた施設整備についてご説明をさせていただきまして、この場で基本的に合意をいただきました。ただし、地域への丁寧な説明をするようにということでございまして、それから住民説明会などを実施いたしまして、結果、昨年10月13日に空港容量30万回について合意をいただきまして、４者協議会で確認書を締結させていただきました。この内容につきましては次の資料でご説明いたしますので、ここはこの程度のご説明とさせていただきます。

　８ページを見ていただきたいと思います。

　私ども30万回に向けた整備計画（マスタープラン）についてご説明したいと思います。

　空港の航空写真がございます。私どもといたしまして、まず左上の新設誘導路の整備、への字誘導路の改良、図面でオレンジ色の点線になっている部分でございます。このようなことを行うとともに、旅客ターミナル、貨物ターミナル、あとエプロン、給油施設についても増設し、ＬＣＣ、これは格安航空会社でございますが、これらについても需要を見きわめた上でＬＣＣの受け入れについて対応するという整備計画を現在進めてございます。

　９ページ目をご覧いただきたいと思います。

　30万回に合意いただきましたので、私ども空港容量拡大に向けた今後の流れを表にしてございます。縦軸に年度、2009年度から2014年度、そのときの施設面・運用面の課題が書いてございます。それで、それを処理した、そういう課題をクリアしていったときに、年間発着能力、これは施設の発着能力がどのように推移していくかを表にしたものでございます。

　2009年度、先ほどご説明しましたが、Ｂ滑走路を北側に310メーター延ばして、北伸計画と呼んでおりますが、それが供用しまして、昨年３月に発着能力22万回になっておりました。その後、運用制限の緩和、あとへの字誘導路の改善、2011年度に同時離着陸運用の導入、駐機場の増設を行うことによって25万回、2012年に新設誘導路の供用、また駐機場の増設で27万回、それで2014年度までさらに駐機場を増設することによって30万回ということで、これはあくまでも成田は最短であと４年あれば30万回の施設整備が可能であるということをご説明させていただきました。

　まず、成田空港の現在と将来についてのご説明は以上です。

　次に、このＡ４、縦の確認書をご覧いただきたいと思います。こちらは昨年10月13日に容量拡大（30万回）に係る確認書ということで、国、千葉県、あと山武市さんも含めた９市町、あと私ども空港会社で容量拡大（30万回）に係る確認書を締結いたしました。そのコピーでございます。

　あけていただきますと、空港拡大（30万回）に係る確認書といたしまして、４者これに基づきということで、最初は経緯が書いてございます。関係住民に対して鋭意説明を行ってきました。さまざまな課題はあったものの、成田空港の容量拡大は、周辺地域はもとより千葉県の発展につながるものであることから、地域の共通理解である「地域と成田空港の共栄」を目指すことを確認し、以下のとおり合意するということで確認書を締結してございます。

　１番として、発着枠30万回への増加について了承するということで、確認をさせていただいております。

　２につきましては騒音区域の変更ということで、直接山武市さんには影響はないのですが、住宅防音工事などを実施する騒防法という法律がございますが、その区域について若干見直すということで、別図１ということで、後ろから３枚目、すみません、ページがふってなくて見づらくて申し訳ございません。３枚目に別図１というこういう表がございます。この中で騒防法の第１種区域。この騒防法の第１種区域と申しますのは、住宅防音工事を法律に基づいて実施する区域でございますが、30万回になったときに、ちょっと見づらいのですが、空港周辺に緑色に矢印で線を入れてございますが、成田市と芝山町さんの部分でございますが、騒防法の75Ｗという区域がございますが、それを30万回になったときにその騒音がオーバーするということでなりましたので、その部分について騒音対策区域を広げるということを確認をしております。

　またすみません、前から３ページ目に戻っていただきたいと思います。

　（２）騒特法についてということで、騒特法というのは土地の利用規制などを実施する法律でございます。都市計画に基づいて土地の利用規制をする法律でございますが、そちらにつきましても、こちらも直接山武市さのではないのですが、千葉県が取りまとめた地区設定案について了承するということで合意をいただいております。

　３、飛行コースの変更等について。こちらは、４者は、今後の飛行コース及び混雑防止策について、別図３のとおり確認するとともに、国及び空港会社は関係住民への周知を図るものとすると。なお、混雑防止策については、国、県、関係市町及び空港会社との間で別途確認書を締結することにすると。こちらは後でこの次に図面でご説明しますが、山武市さんのほうと関係がございまして、混雑防止策につきましては１月13日付で山武市さんと国と私ども空港会社、千葉県を含めまして４者で確認書を締結してございます。

　飛行コースの変更等については、一番後ろの表を見ていただきたいと思います。千葉県の図があって、そのところに線が引いてある資料でございます。まず飛行機は風に向かって飛んだり降りたりしますので、北風の運用時と南風の運用時に分けてございます。

　まず、左側の北風運用時につきまして、赤色の線につきましては、これは平成23年、今年の秋以降に実施されるコースということで、同時離陸する場合のルートについて、赤字の部分が新設されるようになっております。

　緑の点線については、混雑防止等で高度変更されるルートということで、こちらは銚子市さんとか旭市さんのほうになります。
　右側の南風運用時についてご覧いただきたいと思います。こちらにつきましては、空港北側から飛行機が降りてきて南側に飛び立つ場合でございます。このときの赤の線につきましては、同時着陸に使用されるルートということで、このような形で成田空港の２本の滑走路に航空機が着陸してくるという、新たに新設される部分を赤字にしております。

　緑色の点線の部分をご覧いただきたいと思います。ここが山武市さんと今回一番関係する部分でございます。こちらの部分につきましては、空港から飛び立った航空機が高度6,000フィート、約1.8キロです。高度1.8キロ以上に高度が上がって、かつ騒防法という法律で防音工事の対象となる第１種区域というものがございます。その第１種区域を過ぎて高度が6,000フィート以上に上がった航空機について、管制上必要な場合に限り、混雑している場合に限り、この緑の点線で書いてあるような、今までは海岸線まで直進上昇して、そこから曲がっていました。それを混雑している場合に限り、緑の点線で、要は入り口部分で早目に回すというような混雑防止策について設定されるようになります。

　こちらにつきましては、実際の運行は３月27日、航空機は夏ダイヤ、冬ダイヤということで、夏冬でダイヤを変えております。その夏ダイヤからということで、今年の３月27日からこのような運用が始まるというふうに国のほうから聞いてございます。

　それで、当然このような運用をするに当たりまして、運用する前と運用後の騒音につきましては、山武市さんのほうと調整させていただきまして、騒音測定も行うということで現在進めてございます。

　また前から３ページ目に戻っていただきたいのですが、何度もすみません。４の環境対策・地域共生策の推進ということで、私ども空港会社は平成21年12月に公表した「基本的な考え方」について速やかに実現を目指すこととし、４者においてその内容を検証・確認することとする。また、４者は地元協議の過程で出された地域の意見や提案を尊重するとともに、引き続き環境対策等について真摯に取り組むものとするということを確認してございます。

　５番、容量拡大による環境等への影響調査等ということで、空港会社は今後の発着回数の増加を踏まえ、生活環境等への影響を調査するとともに、これは今でも毎年やっているものでございますが、その結果について関係者の皆様と協議の上、地域の皆様にわかりやすい形で公表するものとするということを確認させていただきまして、30万回について確認書を締結させていただいております。

　それで、それ以降につきましては、国土交通省とか千葉県知事とか成田市長、山武市長さんの確認と、私ども空港会社が確認した、印を押した資料でございます。以上が容量拡大（30万回）に係る確認書のご説明とさせていただきたいと思います。

　すみません、短い時間で少しスピードを上げてご説明して、わかりづらい点があったと思うのですが、これをもちましてご説明とさせていただきたいと思います。

　ありがとうございました。ただいま説明を受けまして、皆さん方の中でご意見、ご質問等ありましたら、遠慮なくお尋ねいただければと思います。

　いいですか。
　はい、田邉委員さん。

　今も、やっぱり騒音はうるさいよという苦情はあるのですか。

　実際のところ、特に成田市周辺、芝山町周辺というのですか、空港の直近のところについて言いますと、やはりそういう声はあります。なおかつ、どうしても緊急事態とかそういうときは、飛行コース、本当は一直線に行くのですけれども、そういう場合はどうしてもショートカットして、普段と違うコースへ入っているとか、やむを得ない事情、急患さんが出たとか、そういうとき、相当うるさいよというような電話は、そういう場合はいただいていますけれども、通常のフライトですと、Ａ滑走路のほうは今回昨年に比べますと若干離陸機は多くなっているのですが、全体の機数は減っていまして、Ｂ滑走路側で大体170便ぐらいだったのが200便ぐらいになっておりますので、そういう意味でＢのほうは着陸が中心になっていまして、連続してすごくうるさいよという声が、Ｂ滑走路側にも両延長のほうで昨年３月以降いただいているというような状況がございます。

　それと、この未買収地というのは買えないのですか。

　今、３ページで言う未買収地、青で塗られている部分なのですけれども、大きなのはこの場所と、もう１カ所、今赤で工事をやっている誘導路のところも、Ｂ滑走路の端のところもあるのですが、２軒の農家の方がお住まいでございます。　　　　　ボタンの掛け違えがなくなったいきさつから、いろいろ諸問題、難しくなっていて、当時は強制収用ということで、無理やり立ち退いていただくというような手段でやっていたものを、シンポジウム円卓という平成３年ごろの動きの中で、話し合いで解決しようというになりました。

　というのは、強制収用の買収を手伝ったことがあるのです。だからちょっとこんなことを聞くのですけどね。

　実際にシンポジウム円卓会議というものが平成６年ごろに終わって、そのとき８戸あったうち、６戸の方は同意していただきまして、動いていただいたのです。そのおかげがあって、Ｂ滑走路というものもできた。平成14年にＢ滑走路の供用ができたのですけれども、流れとしてはあくまで話し合いで、粘り強く交渉していくということで、現在も交渉しているという現実でございます。

　でも、これ頑張って早く羽田に負けないような、やっぱりせっかくこうやって近隣みんなそういうふうにしているのですから、その辺はひとつ頑張って、１日でも早く日本のハブ空港にしてもらいたいですね。

　ありがとうございます。私どもとしても一生懸命。やはりターミナルビルとか、もっと右手に2,500メートルの当初の計画がございますので、北側にずれるというのは非常に好ましくないし、場合によってはこれも解決すれば延長も可能性があるということですので、そういう意味では、今お言葉いただいたように一生懸命やりたいと思います。

　Ｂ滑走路のオープンのときに、まだ公団だったでしょう。副総裁と千葉県観光協会で私、北海道までキャンペーンに行ったことがあるのですよ。成田の思い出があるものですから。とにかく、頑張ってください。
　ちょっと私、一つ聞きたいのだけれども、６ページのここに数値が出ていますよね、測定結果。第１種というのは騒音区域になっていると。あとは区域外となると、この境目の数字というのはどの数字になるのでしょうか。

　基本的には、法律で決められているのは75……

　75ですか。

　はい。それが基準になっていまして、現在八田では数字は75を超えてはいませんけれども、ただこれから30万回になってくればまた75に近づくとか。それで75から90までのところが第１種区域なのですね。

　それに該当すると、建物に……

　防音工事をするということです。法律上、防音工事をしなければならない。私どもがその助成をさせていただくというエリアになります。

　区域外はよろしいということ。

　区域外は法律では防音工事のあれには。ここに今、区域外とあるところで75という年間の値で出てくると、やっぱり見直すべきであるという話が出てくる。

　ちょうどこの表で、さっき私、説明漏れてしまったのですが、緑色の線が入っていますよね、図面で。５ページの図面で、緑色の線が。これが騒防法の第１種区域。先ほど75Ｗと伊藤が説明しましたけれども、そのエリアを示してございます。

　山武市でいいますと鉄道のところまでですね。松尾出張所といいますか。松尾出張所の先の松尾駅のあたりまでが75のエリアで、それより海側はもう区域外ということになります。

　騒音対策の周辺対策の補償等のところで、電波障害というのがありますけれども、これは具体的にどういう補償があるのですか。

　これについては、今デジタルに切りかわっているところがありますけれども、もともとアナログ放送、ＶＨＦでの放送ですと飛行機が通ると画面が二重に揺れるフラッター現象というのが起きたのです。それを解消するために、私どもとしては大きな中継局を設けまして、ＵＨＦにかえて流していたという状況であります。逆に、ＵＨＦですと山陰とか何かで見えないところについては共同受信施設で見ていただいていたということが、この山武市においてもそういう地区がずっとあった訳です。

　今回、地上デジタルに変わると航空機の障害はまず出ないということで、私どもの対策からは基本的には切り離されるということで、総務省の関連のものを対策としてやっていただくということなのですが、山陰になっているところは多分難しいということがあるので、引き続き私どもの共同受信を使っていただくのであれば無償で譲渡いたしますし、施設の改修についても少し協力させていただくということで今進めて、共同受信を使わないで見られる方は個別に切りかえていただく。共同受信を引き続き見ていただく方は組合をつくっていただいて、ＮＨＫの補助とか総務省の補助を受けていただいて、なるべく負担のかからない、お一人7,000円ぐらいでの改修で見られるようになるという流れになっております。

　テレビだけでしょうか。携帯とか、ドコモさん、ａｕさん、ソフトバンクさん等の電波障害等の補償とか、そういうのもあるのですか。

　基本的に、ドコモさんとか携帯電話の電波というのは中継局がかなり低いところにありまして、それも先ほどのＵＨＦと同じで、まず航空機の影響はないだろうというふうに言われている部分なのです。

　かなりありますよね。

　それは航空機かどうかというのがあると思うのですが、多分基本的にドコモさんとかａｕさんとかにご相談をしていただきたいと思うのですが、そのエリアで悪いということであれば、それはその携帯電話の会社が中継局なりなんかの出力を変えるとか、その努力はされるのだと思うのですね。すべてが悪いのかどうかはちょっとあれなのですけれども、そういうそれぞれの携帯電話によって違いはあると思うので、その辺は最寄りの移動電話、携帯電話の会社にちょっとご相談させていただきたいと。

　もし、そことうちとのやりとり、もしうちが原因であれば当然うちもいろいろやっていくしかないと思うのですけれども、今のところそういったことは……。

　100％飛行機が上空に来たら電波が切れます。木戸から上横地のちょうど間ぐらい。途中でぷつっと切れます。３時から３時半ぐらいが一番多いです。ちょうど帰ってくるのが多い時間帯ですかね。

　冬場とか夏場とか、そういうものもありますか。

　いや、そこまで気にしたことないです。

　基本的にＡ滑走路側は出発機が多いので。直下ではないですよね。ちょっとお使いの携帯電話屋さんにも相談していただいて、そちらでうちに原因があるというようなことがあれば、そういう声はあるのですけれども、基本的に高さが余りにも違いまして、普通は影響を受けないというふうに言われている。

　まあ発着ではないと思うのです。ああ発着ではない。離陸ではなくて降りる、着陸のほう。

　例えば、衛星テレビとか何かですと、直下ですと当然遮断すればそれは見えなくなるという場合はあるのです。ただ、携帯電話の電波は飛行機の下から出ていますから、余り直接の原因ではないだろうと言われているのですけれども、ちょっとご相談されて、私もそういうドコモさんとか何かあれば、うちも相談はいたしますので。

　長谷川さん。

　これまで発生した落下事故、どういうものがどのぐらいあって、どのような対策がされたのか、お聞かせ願います。

　落下物については、環境報告書というところで毎年報告はさせていただいているのですが、過去においては非常に報告件数が多かったです。大体開港してから1990年ごろ、平成２年ごろになるのかな。そのころは年間17件発生したりする場合がございます。

　そして、その落ちたものというのが、やはり氷というのが多かったです。昔の機材はそういう、水がドレンみたいなところというか、水を抜くところに固まっていて、地上に近づくと温度が上がって、それが解けて落ちるというようなことがあった。それについてはメーカー側の構造改良がすごく進みまして、まずそういう氷が出るということは少なくなりました。最近でいいますと２、３件から、ない年もございますけれども、2009年度ですと３件ございましたけれども、２件から３件あるということで。物も航空機の部品と思われるパッキンというのですか、そういうものとか、あと一部ふたというのですか、そういうものというか。

　山武市さんに一番ご迷惑をかけたのは、つい最近ではエアインディアのエンジンのブレードというのですか、あれが落ちたという。エアインディアのエンジンのブレードという金属片が破裂したような形になって、その破片が飛び散ったと。高さもかなりあるところで、洋上に出て戻ったのが多分、エンジンがそのときに爆発した。爆発というのですか、ブレードが飛んだというような事件がございまして、あれについては本当に申し訳ないなと思っておりますけれども。エアインディアももう引退させる航空機、あともう少しで引退だったという航空機だったということです。

　なので、逆に今２、３件は航空機関係の部品という形が多くて、今は極端に昔の20件中七、八件あった時代に比べると、氷はもうほとんどないです。基本的にはゼロにしなければいけないというのは国のほうも言っていまして、メーカーに改善、もし何かあったときにはどうしたらそれが防げるかという原因を追及して、そういう処置をしていくという流れではあります。

　現状ではとれる防護策はすべてやっているという。

　わかっているものに対してはどんどん改良して、そういうことが起きないようにということはやらせていただいています。

　ありがとうございました。

　では、湖島委員。

　30万回に拡大するという目的は、やっぱりハブ空港化だと思うのですけれども、増枠の一部というのは国内線を増強するというのがハブ空港化の戦略だと思うのですけれども、そこら辺どんなふうに考えているのでしょうか。

　私ども、もともと20万回のときも国内線は２万回ということで、おおむね１割国内線にしたいと。もともとのすみ分けで言いますと、羽田が国内線、成田が国際線でしたから。ただ、国際線に乗るためにどうしても地方と結ばなければいけないということで、１割ぐらいは必要だろうというのが当初の考えでございました。

　実際に現時点では国内線も相当出てきているのですけれども、１万2,000回ぐらいしか飛んでなかったのですね、国内線は20万回飛んでいるときに。19万を超えているときにもまだ１万2,000回ぐらいしか飛んでいないので、一部国際線に振りかえたという事情があったのですけれども、最近の情勢で言いますと、今８都市で１日29の倍ですから58回国内線が飛んでおる。そうすると大体２万近く飛んでいることになります。今回おおむね３万回ということにしているのですけれども、１割程度。今までは航空会社がやはりペイできるという自信がないとそういうものを増やしていただけないのか、どうしても国際線から外国人が日本に来て、昼間に来て、それが沖縄に行く、福岡に行く、千歳に行くという、夕方にそういう便が集中していたりして、空港周辺の住民が使うには使いにくい国内線が多かったという事実がございます。

　その辺も最近は午前中の便もできて、かなり福岡とか沖縄とか千歳は５、６便になっておりますから、使い道がよくなってきてはおります。そして、私どもの考えとしては、やはり倍ぐらいの都市に新規にいろいろ出して、３万はいくのではないかというような感じはしております。あくまで国内線の需要があるということはありがたいことで。

　あと、スカイマークなんかも今は飛んでいないのですけれども、興味を持っていただいているというのは私も聞いていますので、そうするとより安く、より便利に、新しい都市に行けるようになってくるのかなと。国内線についてはそういう考え方でございます。

　30万回については、全体の枠の話では、とにかく今、仁川、上海と言われていますけれども、首都圏にある航空旅客も、今までは一切私どもはパイがいっぱいですから、受け入れられません、出られませんと。日本航空と全日空、日本貨物航空もそうですけれども、日本の航空会社が行った分だけ外国の航空会社がとれるという二国間協定というもので進んでいたのですね。本当は来たいという事情があっても、一切それはうちは無理ですという形でやっていたのですけれども、これだけ需要がある中で、国際的に上海とか香港とか仁川に追い抜かれているというか、置いてけぼりを食らっているみたいなことにならないように、首都圏を拡大しなければいけないという意味で、羽田も国際線を入れ、成田も30万回ということであれば、そういう手を挙げた人がどんどん日本に来ていただけるだろうということで、それはやっぱり今回の選択につながっていったのかなということがあります。

　羽田だけ見れば、羽田に持っていかれるというのももちろんあるにはあるのでしょうけれども、需要はまだまだ航空界はあるのではないかというふうに言われております。

　回数を増やすのであれば、できれば乗り継ぎのいい空港になってもらって、アジアＮＯ.１になってもらえれば一番いいなと思うのですけれども。

　まだご質問等あると思いますけれども、時間の関係で質疑は終了させていただきたいと思います。どうもありがとうございました。

　ありがとうございました。

　では、引き続き公共交通のほうについて説明があります。事務局のほうから説明をいただきます。お願いいたします。

　企画政策課で公共交通に関する業務を担当している伊藤と申します。よろしくお願いいたします。

　お手元に配付されている「地域審議会報告資料－第１期実証実験運行の利用状況等について－」という資料に基づいてご説明をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。恐れ入りますが、着席してご説明をさせていただきます。

　これまで山武市の公共交通に関する計画づくりを行ってきました。地域審議会の委員の皆様にも段階に応じてご報告をさせていただいてまいりましたが、今日ご報告をするのは昨年10月から基幹バスという路線方式のバスと、乗合タクシーというデマンド型の公共交通の実証実験運行が始まりましたので、その利用状況等のご報告をさせていただきたいと思います。

　早速１ページ目の内容に入らせていただきます。基幹バス・乗合タクシーのこれまでの利用概況ということで、まずは基幹バスの利用状況についてご説明をいたします。

　10月の一月で利用者数が1,331人、11月が1,434人、12月が1,396人、１月が1,518人という人数が推移しておりますが、毎月の運行日数の違いがございますので、１便当たりの利用者数で利用状況をご報告させていただきますと、10月が１日当たり42.9人だったものが、１月では54.2人ということで、一番下のグラフにありますように、月を追って増加をしているといった状況になります。

　続いて、資料の２ページ目をご覧ください。

　こちらは乗合タクシーの利用状況について記載をしてございます。乗合タクシーはここ旧成東町の中を１つのエリア、隣の旧松尾町、旧蓮沼村を合わせたエリアを１つのエリアとして、２つのエリアに分けて運行しておりますが、こちらのほう、乗合タクシーを利用するに当たりましては、利用者登録というものを事前にしていただいております。これが10月１日の時点で1,316人だったものが、１月末の時点で2,854人の方にご登録をいただいているといった状況になっております。これらは運行開始時点と比べて約2.2倍、登録者数が増加したという状況になっております。地域別では、蓮沼・松尾地域が1,079人で約２倍、成東地域は1,775人で約2.3倍の増加となっております。

　人数だけ見ますと、蓮沼・松尾地域の登録者が少なくなっておりますが、人口がそれぞれ違いますので、登録率で見ますと、蓮沼・松尾地域は７％、成東地域は7.4％と、ほぼ同程度の登録率となっております。

　この登録者の性別、年齢につきましては、両地域とも女性のほうが男性よりも多くなっております。また、年齢といたしましては70歳代を中心に高齢者の登録者が多くなっている状況になります。

　真ん中から３つ表がございますが、これは今ご説明させていただいたものの詳しい数値が載っておりますので、後ほどご確認いただきたいと思います。

　続いて、３ページ目をご覧いただきたいと思います。

　こちらは乗合タクシーの月別の利用状況となっております。10月が1,235人、11月が1,457人、12月が1,563人、１月が1,733人ということで、これが対前月比で見ますと、11月が18％増、12月が7.3％増、１月が10.9％増ということで、乗合タクシーも基幹バスと同様に、一番下のグラフを見ていただくとわかるのですが、月を追って増加傾向にあるといった状況になります。

　特に、蓮沼・松尾地域で運行当初は利用者が少なかった時期もございましたが、１月には利用者数が400人を超えて、増加率も対前月で18.4％の増という形になってございます。

　地域全体の１日当たりの利用者数を見てみますと、１月の利用状況から見ますと61.9人の方が１日当たりご利用いただきまして、運行開始当初から約1.5倍の増加となっております。

　続いて、４ページ目をご覧いただきたいと思います。

　乗り継ぎの利用者数ということで、こちらは山武市の中を走っている、10月から走り始めた基幹バスと乗合タクシー、また旧山武町を走っている巡回バスというバスがございますが、この３つを乗り継ぐ場合には乗り継ぎ利用券というものを発行しております。それを使うことによって200円ほど割引を受けられるというものなのですが、この利用者数を載せた表となっております。

　地区ごとで見てみますと、11月に比べて12月は乗り継ぎ利用者が減っているといった状況がありますが、１月の直近の状況、この表には載ってないのですが、現在確認できているレベルで見ますと、11月とほぼ同程度というような状況になっておりましたので、12月が一時的に減少していたけれども、乗り継ぎでご利用いただいている方もいらっしゃるという状況になっております。

　続いて、５ページ目に移りたいと思います。

　５ページ目からは、今後この実証実験を進めていく中での対応の方針について記載してございます。今、実証実験運行を開始してから４カ月が経過いたしましたが、その間で基幹バスについては１カ所矢部停留所を増設しました。また、乗合タクシーについても当初、成東地域で３台、蓮沼・松尾地域で３台と、計６台の運行をしていたのですが、それぞれの対象地域の人数の違いもございましたので、12月１日かなら成東地域を４台、松尾・蓮沼地域を２台で運行しております。

　今後も引き続き利用者、また市民の皆様からの要望ですとか、この実証実験運行にあわせまして、アンケート調査、またそのほかの各種調査を実施しております。そういった結果をもとに、さらに運行改善を行っていきたいというふうに考えておりまして、具体的なその内容が中段（１）基幹バスの対応方針と書かれたところから以下という内容になります。

　上から順番にご説明させていただきますと、まず①として停留所の増設、これは基幹バスの停留所が現在24カ所ほど山武市内にございます。ただ、運行開始当初から利用していただいている方、また市民の方からバスの停留所を増やしてほしいといった要望ですとか、また停留所ごとの間隔が広い部分がございましたので、山武市内の人口の集積の状況ですとか、先ほど申し上げた検証調査の結果などを踏まえまして、現在のルート、またダイヤを変更しない範囲の中で、できるだけ停留所を設置していこうということで、現在設置箇所等を検討を進めているところです。

　続いて②といたしまして、お試し乗車期間の設定ということで、こちらも１週間から２週間程度、無料もしくは割引の乗車券などを発行しまして、さらに基幹バスや乗合タクシーの周知度を高めていきたい、そういった施策についても検討していきたいと考えております。

　（２）が乗合タクシーの対応方針ということで、土日祝日の運行体制の見直しというのがまず１つ目になりまして、現在は土日祝日も含めて毎日６台体制で運行しておりますが、10月から１月までの４カ月の利用状況を調査した結果、土日祝日の利用者が平日に比べて少ないといった状況が見えてまいりました。土日祝日については現行の６台ではなく、２台減便した４台でも十分に現在の交通サービスレベルを維持できるだろうという見込みが立ちましたので、採算性の向上を図る意味におきましても、土日祝日については運行台数を２台減らして実験を継続していきたいと考えております。

　②が地域の運行台数の見直しということで、12月１日に既に１台成東地域のほうへ増便をいたしましたが、今後も利用状況、利用者数等の変化に応じて、それぞれの地域での運行台数を適宜見直していきたいというふうに考えております。

　今ご説明したものがこの４月をめどに実施をしていきたいという改善の内容になります。

　続いて、６ページ目をご覧いただきたいと思います。

　こちらは、今年の10月以降に実施を検討していきたいと考えている運行改善の項目となります。基幹バスといたしましては全部で６つございまして、まず１番目が運行ルートの検討ということで、現在さんぶの森元気館と蓮沼海浜公園の間を運行しておりますが、この運行ルートについてさらなる利便性の向上ですとか、もしくは収支率の改善といったものが見込めるようなルート変更、または延伸というものを今後検討していきたいというのが１点目。

　２点目といたしまして、運行便数の検討ということで、これは現在、平日が７便、土日祝日は６便の体制で運行しておりますが、その中でも利用者が多い便、少ない便といったものがございます。市民アンケート等の結果も踏まえまして、より効率的な運行ができるようにダイヤの変更といったものも検討していきたいと考えております。

　３つ目といたしまして、障害者運賃の検討ということで、こちら現在は障害者手帳等をお持ちの方については、その手帳を提示することで無料でご乗車いただけるようになっております。今後、山武市でもう既に実施している福祉施策に関する福祉交通、または関係機関といったところも協議を重ねさせていただきながら、障害者運賃等の運賃体系についても検討していきたいと考えております。

　４つ目が回数券、定期券の導入ということで、これは運賃体系がある程度確定してきた段階で回数券や定期券を導入していきたいというふうに考えてございます。

　５つ目が基幹バスの愛称の募集ということで、現在、山武市基幹バスといった名称で運行しておりますが、市民の皆様のバスであるマイバス意識を醸成する意味合いでも、公募等によりましてこのバスの愛称を募集するのも効果的ではないかといったことで検討したいということです。

　６つ目がサポーター制度ということで、これはやはりマイバス意識というものを持っていただくために、例えば停留所の清掃等をボランティアでやっていただけるようなサポーターの方を募集して、そういった制度を導入してもよいのではないかというものでございます。

　続いて７ページ目をご覧ください。こちらが乗合タクシーに関する項目になります。

　まず、１つ目が山武地域への導入ということで、現在、山武地域は合併前から運行していた巡回バスが引き続き運行されております。こちらにつきましては、原則として今年の10月から現在走っている巡回バスを一時運行を休止いたしまして、乗合タクシーを導入してみようということで今後準備を進めていきたいと考えております。

　この第１期実証実験運行、３月末まで行いますが、この運行結果、また市民利用者アンケートの調査結果等も踏まえながら、最終的には決定となりますが、10月というものを一つ目標としまして、導入に向けて進めていきたいと考えております。

　２つ目が予約受け付け時間の検討ということで、これは乗合タクシーはすべて電話で予約を受け付けております。この時間帯についても予約が多い時間、少ない時間というのがございますので、より効率的な運営が可能となるように検討を行っていきたいと考えております。

　３つ目が運行日・運行時間帯の検討ということで、乗合タクシーも土日祝日も含めて毎日運行をしております。時間帯については土日祝日が朝が９時からということで、平日に比べて１時間少ないのですが、この運行時間帯、運行日についても、やはり土日祝日の利用者が少なかったりですとか、また利用者の少ない時間帯等というものが見えてきた段階で、順次効率的な運行の見直しを図っていきたいというふうに考えております。

　４つ目の障害者運賃等を含む料金体系につきましては、先ほど基幹バスでご説明したものと同様の内容になります。

　５つ目の回数券についても同じ内容になります。

　６つ目は乗合タクシーの愛称を公募で募集したいということで同じ内容でございます。

　最後に、７つ目がオペレーターの常時待機人数の検討ということで、現在山武市役所の裏の車庫棟という建物の２階に予約センターを設置しておりますが、特に予約が集中する平日の午前中は常時３人体制ということで現在受け付け体制をとっております。これについてもご予約いただく時間帯、またご予約の量というものを調査した上で、効率的な運営を図っていきたいというふうに考えております。

　今ご説明したものが、今後12月以降に対応を検討していきたいといった項目になります。

　最後に８ページ目をご覧いただきたいと思います。

　参考と書かれておりまして、山武地域への乗合タクシー導入に関する市民・利用者の意向といったことになりますが、こちら、今年の１月中旬に市民無作為で2,000名を抽出させていただいて、アンケート調査を実施いたしました。また、それにあわせて基幹バス、乗合タクシーにご乗車いただいた方を対象としたアンケート調査も実施しておりまして、そのアンケートで得られた調査結果のここまで取りまとめられた分についてのご説明をさせていただきます。

　まず、無作為抽出の市民アンケートの結果といたしましては、山武地域へ乗合タクシーでも巡回バスでもどちらでも導入してもいいよというものが47.1％と半数近くを占めております。また、ほかの地域と同じように、乗合タクシーを導入したほうが利用しやすいとお答えになっている方が23.6％、山武市巡回バスを引き続き運行したほうがよいという方が19％ということで、乗合タクシーの導入に関する意向が4.6％多くなっています。

　ただし、山武地域のみのアンケート調査結果に限定した場合になりますと、やはりどちらでもよいというものが41.5％と一番多いのですが、乗合タクシーを導入したほうが利用しやすいというのが23.9％、巡回バスを引き続き運行したほうがよいというのが27％と、巡回バスの継続運行に関する意向が3.1ポイント多くなっております。

　続いて、②といたしまして、基幹バスにご乗車いただいている方に対してアンケート調査結果となります。こちらもどちらでもよいというのが37.9％と最も多く、乗合タクシーの導入の要望が16.7％、巡回バスの継続運行が34.8％と、基幹バスの同様の運行形態である巡回バスの継続運行が乗合タクシーの導入に対して２倍以上の割合を占めていると出ております。

　最後、３つ目といたしまして、乗合タクシーをご利用になられている方へのアンケート調査の結果となります。

　こちらは、乗合タクシーの導入が78.4％と非常に大きな割合を占めておりまして、巡回バスを引き続き運行したほうがよいというのは2.7％と極めて少ないといった結果が出ております。

　以上、３つご説明をさせていただいたアンケートの結果については大分違いがございます。この理由といたしましては、市民アンケート、または基幹バスの利用者に対するアンケートについては、乗合タクシーというものがまだまだ認知状況というものが余り高くなく、どういったものなのかというのをご存じないといった状況も考えられるので、どちらでもよいという意見が一番多かったのではないかというふうに考えています。

　また、乗合タクシーをご利用になっている方については、ご自分が実際乗合タクシーをご利用になっていますので、その特性でありますドア・ツー・ドアといった利便性が評価されたという結果で、乗合タクシーの導入というものが非常に多くの内容を占めているのではないかというふうに考えられます。

　さらに、９ページ目にもグラフが３つ載っておりますが、これは今ご説明したものを地域別に細かく載せたグラフとなっていますので、これもまた後ほどご覧いただければというふうに思います。

　説明については以上です。

　ありがとうございました。何かご意見等ありましたらお願いします。

　いいですか。

　はい、田邉委員。

　予想していたのと比べて結果はどうでした。

　基幹バスについてはもうちょっと乗っていただきたいかなというのが今の現状ですね。乗合タクシーについては、スタートした当時からそれなりにご利用いただいていますので、今現在も利用する方が増えておりますし、ますますご利用いただく方が多くなってくるだろうというふうに思っています。

　ということで、もう少し基幹バスに乗っていただけるように工夫をしていきたいというふうに考えていますので、いいお知恵がありましたらおかりをしたいというところでございます。

　はい、どうぞ、湖島委員。

　湖島です。

　せめて基幹バスの通称名というか、そういうものを考えてみたらどうかなと思うのですけれども。基幹バスというと何かひどくかたいような感じがしちゃうので、小学生などにどんな名前がいいか考えてもらうとか、そういったものがあると、通称名で何とかが来たよという感じで見てもらえるのではないかなと思うのですけれども。

　今走っていても全く目立たないというか、余り興味を持って見ないというか。そこら辺がどちらでもいいよみたいな形になってくるのですけれども、やっぱり山武市でやっているのであれば、山武市全体がわかるような、こういう通称名で走っていますよとか。もっと言いますと、山武市らしいペイントをするとか、そういったものでもうちょっと工夫してみたらどうかなと思うのですけれども。

　今の件でございますけれども、先ほど説明させていただきましたが、６ページ目に10月以降ということで、愛称を公募させていただいたりして、湖島委員さんがご指摘のとおりもっと身近に感じられるようなバスになっていただければいいかなと。

　当初は逆に基幹バスというのはどこでも使っていかなったもので、どんなもんだというので、通常巡回バスというのはよく使われるのですけれども、基幹バスというのは何か余り聞いたことのない名前で、インパクトは一番最初はちょっとよかったというのがありました。ただ、今後定着していくにはやはり通称名とかは必要になってくるということで、10月以降に予定をさせていただきたいかなというふうに考えております。

　あと何か。はい、大類委員。

　これは最初からここでもって話をお聞きしたので、非常に気にして見ているのですけれども、うちのマンションでもバスとすれ違うと必ず何人ぐらい乗っているかなというのをいつも確認しています。正直言って少ないなと。マンションでも時刻表だとか、路線を掲示板に張ったり何かして、もっと増えてくれればいいなと思っていますが、一番大事なことは、例えば今言ったように、最初の１ページ目で報告されたとおり、右肩上がりで上がっていると言うけれども、これが実際にペイできる金額のどの程度のパーセンテージなのだというふうなものが全然わからないではないですか。例えば１カ月100万円かかるうちの54.2％というのはどのぐらいペイできるものかって。その辺がもうちょっとはっきりわかると。どのぐらいの値が出ているのか、全然これではわからないから、右肩上がりだと言われても、はいそうですかという。

　非常に収支も厳しい状況になっています。大体今、10％ぐらいあります。目標は20から25％、25％というのを目標にしております。

　そういう中で、傾向としては障害者の方が結構ご利用の件数が、割合が多うございます。ですので、当然無料という部分が、これは乗り合いも基幹バスのほうも結構割合を占めているようです。その辺はこれから、先ほど申し上げましたとおり、福祉タクシーや福祉交通との兼ね合いの中で、どういうふうにこれを市として考えていくのかというのが今課題になっているということで、これからの取り組みの中で、先ほどございましたように、障害者運賃の検討ということで、これにつきましても検討させていただきたいというふうに思います。

　何年かかかると思うのですよ。例えばまだ始めたばかりですから、１年か２年かわかりませんが。ただ、その時点になって、例えば障害者の方たちの利用だけがある程度伸びてきたとしたときに、それでは累積赤字がたまってしまって撤退しようと思ったときに、非常に問題が大きいのではないのかなという部分もありますよね、心配もね。その辺はどうするのかなという心配もしていますけれども。とりあえずまだ始まったばかりなので、もうちょっと様子を見てという気持ちではおりますけれども。頑張っていただきたいと思います。

　基本的には障害者だけが原因ではございません。全体的にご利用していただける人数の方が少し少ないというのが一番の原因でございますので、この辺はどうにか、説明にございましたように、いろんな手段を講じて動かしていきたいというふうに考えております。

　要はまだＰＲというか、意識、浸透が少ないかもしれないね。これでもかこれでもかとやるしかないよね。せっかくやったのだもの。

　まだまだ知らない方も多い。知っていても、何か乗り方がわからないとか、そういうお話も聞きますので、その辺もこれからますますＰＲのほうは進めてまいります。

　せっかく出発したのだから、大成功に終わるように、皆さん協力しましょうよ。

　もっと子供らが乗りたがるような体裁にしたらいいのではないのか、親が引きずられて乗るような、そんなようなバスだったら楽しいのではないでしょうか。

　では、時間も参りましたので、公共交通はこれで閉じさせていただきます。説明ありがとうございました。

　最後になります、光ケーブルについてお願いします。

　大分時間も経過しておりまして、大変申し訳ありません。企画政策課の小川と申します。よろしくお願いいたします。

　お手元に光ケーブル網の整備要望書という形でお配りしてございます。これは現在、市内で光ケーブルを利用した快適なインターネット環境、そういったものが整備されている地区とそうでない地区があります。この成東地区につきましては、半分以上が整備されていまして、おおむね成東旧東地区、下のほうの地区、そちらのほうがまだ未整備の状態でございます。これをぜひ通信事業者に要望をして、そういった環境を整備していただきたいというものを展開していこうということで、特に今月は要望活動強化月間ということで、積極的に動いていこうということで今取り組んでいるところでございます。

　今日おいでいただいたときに、玄関のところに張り紙してあったのを気づいた方も多いかと思いますが、ぜひ市民の皆様方にご協力いただきながら、一人でも多くの方に要望活動に参加していただきたいというものでございます。

　書き方としましては、真ん中のご記入欄のところにお名前、そして住所を書いていただいて、電話番号のところには基本的に固定電話の電話番号を書いていただきたいということでございます。原則的には名義人の方のお名前でお出しいただくということでお願いできればと思います。家族４人いるからといって、１本の電話に４人書いてもちょっと意味がありませんので、お１人でお願いしたいと思います。

　それと、その下に注意ということでありますけれども、今、私が申し上げた内容があります。それと、その下に留意点ということでありまして、本要望書は光ケーブル網の整備を通信事業者に要望するものでありまして、これを出したからといって光ケーブルを利用したサービスに加入するということではありませんので、その点はご注意いただきたいと思います。

　あと、一番下にありますように、この要望書の提出に関してはお金はかかりませんので、その後そういった形の環境が整ったときに、そういった手続をすると、それなりにお金がかかるということになりますので、いずれにしてもそういった環境を整えてもらうための要望活動だということで、ご理解をいただければと思います。

　とりあえず目標4,000件ということで定めて展開しています。２月中に一度取りまとめて、通信事業者のほうに要望していきたいと思っています。日にちがもうないのですけれども、その後にお出しいただいた要望書につきましても、その後また通信事業者に重ねて要望していくということで展開していきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　後ろのほうには提出の窓口とか、あとは未対応の地区の一覧ということがありますので、そちらのほうもご覧になっていただければなと思います。

　この要望書でございますが、未整備の区域の区長さん方にお願いをいたしまして、各御家庭に配布していただくように昨日手配してございます。未整備の方々には区長さんを通じて回ってくるかと思いますので、そちらのほうでお書きいただければと思います。

　本日もしお出しいただける方があるのであれば、この場でお書きいただいてお預かりしたいと思いますし、またお知り合い等にお配りして活動に取り組んでいただける方があれば、余分もございますので、ぜひ帰りにお持ちいただければなと思います。ひとつよろしくお願いします。

　今の件でございますけれども、職員が実は今月から土日、職員として、そして市民の一人としてボランティアで各地区を回っております。ということですので、もしそういうことがございましたらご協力をいただきたいというふうに思いますので、重ねてよろしくお願いをいたします。

　これって、4,000件というのは未対応地区の何％ぐらい。

　大体20％を目標に、20％プラスアルファ、３％から５％と言われていまして、目標としては30近い数字で今現在想定しております。

　ということですので、皆さん今日出席されている方、ぜひ清き一票ではないですけれども、書いて出してあげてください。お願いいたします。重複しても構わないですよね。

　もし未対応地区で重複されても、事務局のほうで整理するそうですので。

　この名前というのは、電話会社に登録してある名前ですか。

　電話会社では確認は一応するようです。ですので、重複している場合にはカウントが２件あっても１件というようなカウントを電話会社のほうでとるそうでございます。

　名義を書きかえていないところ多いよね。亡くなった人の名前でずっとあるよ。

　ただ、その場合は重複しなければこれはカウントはされると思います。ただ、これは後日、実は整備をされた段階でその家庭にサービスが提供されましたのでいかがですかという通知が多分行くと思います。そういった部分では多少名義がかわった名前ですと、その名前のところに行ってしまう可能性もあるかと思いますが。

　では、一応そういうことでご要望書を書いていただいて、説明は終わりということにしたいと思います。

　よろしいですか。それでは、大変お忙しい中、長い間ご審議いただきましてありがとうございました。以上をもちまして本日の会議を閉じさせていただきます。ありがとうございました。


